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縁
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め
に
二
「
か
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」
内
済
離
縁
事
例
１
家
出
か
ら
駆
け
込
み
ま
で
２
内
済
成
立
と
下
山
三
む
す
び
に
か
え
て
一
は
じ
め
に
徳
川
時
代
の
離
婚
を
論
ず
る
と
き
、
縁
切
寺
は
特
異
な
制
度
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
研
究
を
四
十
年
に
わ
た
っ
て
続
け
て
き
た
が
、
常
に
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
史
料
収
集
の
重
要
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
史
料
を
翻
刻
・
紹
介
し
て
学
界
の
共
通
財
産
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
夫
が
離
婚
を
頑
強
に
拒
絶
す
る
な
か
に
あ
っ
て
、
妻
が
宗
教
的
場
所
（
尼
寺
）
へ
駆
け
込
め
ば
、
最
終
的
に
国
家
権
力
が
離
婚
を
強
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期
幕
末
期
年
次
不
詳
明
治
期
計
下
げ
内
済
帰
縁
一
三四
一一
一
五六
制
し
て
く
れ
る
と
い
う
縁
切
寺
は
日
本
に
二
つ
、
世
界
に
二
つ
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
。
鎌
倉
の
東
慶
寺
と
上
州
の
徳
川
満
徳
寺
で
あ
る
。東
慶
寺
に
関
す
る
離
婚
史
料
に
つ
い
て
は
、
拙
編
著
に
な
る
史
料
集
と
そ
の
後
の
史
料
紹
介
で
知
ら
れ
る
か
ぎ
り
の
も
の
を
活
字
に
し
た
（
１
）
。
満
徳
寺
に
つ
い
て
も
、
拙
著
の
史
料
編
と
そ
の
後
の
史
料
紹
介
で
ほ
と
ん
ど
活
字
に
し
た
が
（
２
）
、
ま
た
新
た
に
二
件
の
駆
け
入
り
文
書
を
見
出
し
た
の
で
、
本
小
稿
で
は
そ
の
う
ち
の
内
済
離
縁
一
件
文
書
を
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
（
３
）
。
本
小
稿
の
新
史
料
の
駆
け
込
み
を
「
駆
け
入
り
女
一
覧
表
」
に
追
加
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
（
４
）
。
年
号
女
名
夫
方
住
所
・
名
妻
方
住
所
・
関
係
者
・
続
柄
駆
入
後
の
始
末
文
化
八
か
ね
武
州
大
里
郡
平
塚
新
田
村
・
善
兵
衛
同
州
同
郡
同
村
・
新
兵
衛
・
娘
内
済
離
縁
安
政
三
も
よ
武
州
賀
美
郡
勅
使
河
原
村
・
七
郎
右
衛
門
・
娘
駆
入
・
不
明
こ
の
新
史
料
を
加
え
て
、
満
徳
寺
の
駆
け
入
り
事
例
件
数
は
総
計
一
二
一
件
と
な
る
。
駆
け
入
り
事
例
に
つ
き
、
１
現
存
状
況（
満
徳
寺
文
書
と
そ
れ
以
外
の
文
書
に
大
別
さ
れ
、
満
徳
寺
文
書
の
事
例
件
数
は
（
）
内
に
表
示
し
た
、
２
時
期
（
縁
切
寺
法
の
変
遷
過
程
か
ら
四
期
に
区
分
さ
れ
る
）、
３
寺
で
の
裁
決
、
つ
ま
り
妻
の
駆
け
入
り
か
ら
解
決
ま
で
の
始
末
（
事
件
の
内
容
・
処
置
）
の
三
点
を
基
準
と
し
て
整
理
す
れ
ば
、
次
表
の
如
く
で
あ
る
（
５
）
。
駆
け
入
り
事
例
処
置
結
果
表
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内済
離
縁
お
声
掛
り
離
縁
〃〃
寺
法
離
縁
逗
留
不
明
二
〔
取
戻
出
入
〕
一
〔
年
季
中
〕
〔
年
季
明
け
後
〕二二
四一
（
一
）
一
（
一
）
四
（
四
）
一六
（
一
）
一
九
（
四
）
三
（
三
）
一
一
（
一
〇
）
一
（
一
）
二一
二
四
（
一
五
）
五
（
一
）
一
（
一
）
一
八
（
一
〇
）
一
（
一
）
三
〇
（
五
）
五
（
四
）
一
二
（
一
一
）
八
（
六
）
三二
（
一
）
五
〇
（
一
六
）
計
七
一
八
（
七
）
六
八
（
二
三
）
二
六
（
一
二
）
二
（
一
）
一
二
一
（
四
三
）
（
１
）
東
慶
寺
の
史
料
は
、
戦
前
の
穂
積
重
遠
、
戦
後
は
井
上
禅
定
・
石
井
良
助
・
小
丸
俊
雄
・
小
平
久
・
本
間
修
平
ら
に
よ
っ
て
東
慶
寺
現
蔵
以
外
の
文
書
も
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、
東
慶
寺
現
蔵
文
書
で
す
ら
一
部
の
史
料
紹
介
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
状
況
で
あ
っ
た
。
拙
編
著
『
縁
切
寺
東
慶
寺
史
料
』（
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
東
慶
寺
現
蔵
文
書
を
翻
刻
し
、
そ
の
後
に
み
い
だ
し
た
新
史
料
は
拙
編
「《
資
料
》
縁
切
寺
東
慶
寺
史
料
補
遺
―
東
慶
寺
旧
蔵
お
よ
び
武
州
入
間
郡
善
能
寺
村
「
つ
る
」
内
済
離
縁
一
件
文
書
を
中
心
に
―
」（『
専
修
法
学
論
集
』
第
九
〇
号
、
二
〇
〇
四
年
）
で
紹
介
し
た
。
（
２
）
拙
編
著
『
縁
切
寺
満
徳
寺
史
料
集
』（
成
文
堂
、
一
九
七
六
年
）
に
お
い
て
満
徳
寺
縁
切
文
書
す
べ
て
と
そ
れ
ま
で
見
出
さ
れ
た
文
書
を
翻
刻
し
、
や
や
長
文
の
解
題
を
付
し
た
。
そ
の
後
も
収
集
と
翻
刻
を
な
し
て
き
た
が
、
拙
編
著
史
料
編
で
集
大
成
を
し
、
そ
れ
ま
で
の
史
料
収
集
・
翻
刻
の
経
緯
に
つ
い
て
は
緒
言
に
お
い
て
述
べ
た
（
高
木
一
九
九
〇：
三
頁
以
下
）。
さ
ら
に
、
拙
稿
（
高
木
一
九
九
九
）
を
も
の
し
た
。
（
３
）
今
度
見
出
し
た
史
料
の
う
ち
一
点
は
、
以
前
史
料
を
翻
刻
す
る
こ
と
の
承
諾
を
え
て
頂
戴
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
所
蔵
者
等
の
メ
モ
を
失
念
し
て
し
ま
っ
た
。
内
容
は
満
徳
寺
か
ら
の
呼
状
と
そ
の
請
書
を
村
役
人
が
控
帳
に
書
き
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
駆
け
込
み
の
事
実
の
み
が
判
明
す
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
左
に
引
用
し
て
お
く
。
徳
川
満
徳
寺呼
状
役
人
賀
美
郡
勅
使
河
原
村
真
下
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名
主
中
組
頭
其
組
下
七
郎
右
衛
門
娘
も
よ
、
為
離
縁
願
と
当
寺
え
駈
入
候
ニ
付
、
七
郎
右
衛
門
并
親
類
組
合
召
連
、
早
々
可
被
相
越
候
徳
川
満
徳
寺
辰
四
月
晦
日
役
人
印
賀
美
郡
勅
使
河
原
村
真
下名
主
中
組
頭
御
請
書
一
配
下
百
姓
七
郎
右
衛
門
娘
も
よ
、
為
離
縁
願
と
御
当
山
え
駈
入
候
ニ
付
、
七
郎
右
衛
門
并
親
類
組
合
召
連
、
可
罷
出
旨
御
呼
状
之
趣
拝
見
承
知
奉
畏
候
、
早
々
召
連
罷
出
御
届
可
申
上
候
、
依
之
御
請
書
差
上
申
候
処
、
仍
て
如
件
津
金
新
十
郎
知
行
所
武
州
賀
美
郡
勅
使
河
原
村
真
下
安
政
三
辰
年
名
主
四
月
晦
日
三
右
衛
門
印
徳
川
満
徳
寺
御
役
人
中
（
４
）
以
前
の
も
の
は
高
木
（
一
九
九
〇：
七
四
四
頁
）
お
よ
び
高
木
（
一
九
九
九：
九
頁
）
参
照
。
（
５
）
満
徳
寺
文
書
の
残
存
状
況
の
特
異
性
に
つ
い
て
は
、
高
木
（
一
九
九
〇：
八
頁
）
参
照
。
112
二「
か
ね
」
内
済
離
縁
事
例
１
家
出
か
ら
駆
け
込
み
ま
で
武
蔵
国
大
里
郡
平
塚
新
田
村
（
現
・
埼
玉
県
熊
谷
市
）
善
兵
衛
妻
「
か
ね
」
が
家
出
（
欠
落
）
し
た
の
は
、
文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
七
月
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
件
文
書
（
６
）
に
善
兵
衛
妻
「
か
ね
」
家
出
か
ら
駆
け
込
み
を
へ
て
内
済
交
渉
に
関
す
る
小
さ
な
横
帳
（
タ
テ
一
七
・
五
、
ヨ
コ
一
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
が
あ
る
の
で
、
引
用
す
る
（
以
下
、「
一
件
帳
」
と
い
う
）。
「
文
（
表
紙
）
政
六
未
年
善
兵
衛
妻
か
ね
欠
落
一
件
七
月
朔
日
名
主
仁
兵
衛
」
七
月
朔
日
夕
か
ね
欠
落
之
趣
同
二
日
夕
忠
兵
衛
届
来
同
六
日
善
兵
衛
・
忠
兵
衛
・
周
蔵
呼
、
相
尋
候
様
申
渡
候
同
松
山
辺
・
唐
子
辺
迄
相
届
候
段
申
来
同
下
恩
田
村
親
分
伝
右
衛
門
・
周
蔵
両
人
ニ
て
忍
城
内
相
尋
候
趣
申
来
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同
十
日
善
兵
衛
忍
城
内
相
尋
候
趣
申
来
り
同
十
八
日
夜
忠
兵
衛
方
へ
尋
候
様
申
渡
候
同
十
九
日
朝
善
兵
衛
壱
人
ニ
て
相
尋
度
申
来
、
乍
併
壱
人
ニ
て
は
相
成
間
敷
□
□
（
虫
損
）
、
隣
家
之
者
相
頼
尋
可
申
申
聞
候
処
、
近
所
之
者
難
頼
候
ニ
付
、
親
類
之
内
両
人
ニ
て
相
尋
可
申
旨
申
、
善
兵
衛
相
戻
り
候
、
然
処
八
月
二
日
上
州
徳
川
満
徳
寺
様
役
人
よ
り
御
差
紙
趣
覚
其
組
下
新
兵
衛
娘
か
ね
、
為
離
縁
願
当
寺
え
欠
入
候
ニ
付
、
親
新
兵
衛
并
親
類
組
合
同
道
い
た
し
、
飛
脚
着
次
第
銘
々
印
形
持
参
早
々
可
相
越
候
徳
川
満
徳
寺
八
月
二
日
役
人
印
平
塚
村名
主
中
組
頭
追
て
此
書
付
持
参
可
致
候
八
月
三
日
新
兵
衛
・
伊
兵
衛
・
与
五
兵
衛
・
仁
兵
衛
、
同
日
八
ツ
時
着
仕
、
御
届
仕
候
所
、
親
新
兵
衛
娘
か
ね
入
寺
ニ
付
、
離
縁
内
済
可
致
旨
被
仰
聞
、
然
ル
処
是
迄
段
々
始
末
柄
故
、
親
分
下
恩
田
村
伝
右
衛
門
方
へ
呉
遣
シ
、
殊
ニ
私
方
よ
り
入
寺
致
さ
せ
候
義
ニ
無
御
座
候
得
共
（
は
カ
）
、
離
縁
之
懸
合
仕
兼
候
趣
申
上
候
処
、
其
方
相
願
入
寺
不
致
候
共
、
当
114
人
か
ね
相
願
候
ニ
付
、
此
方
よ
り
申
渡
し
候
間
、
親
分
へ
ハ
組
合
名
主
よ
り
懸
合
并
親
類
組
合
よ
り
善
兵
衛
方
親
類
組
合
欠
合
可
申
旨
被
仰
付
候
、
依
之
五
日
組
合
与
五
兵
衛
・
名
主
仁
兵
衛
親
分
方
へ
、
右
之
趣
懸
合
離
縁
い
た
し
候
様
、
是
迄
之
御
世
話
人
中
御
相
談
可
被
下
度
（
段
カ
）
、
尤
離
縁
金
ニ
て
内
済
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
、
差
出
し
可
申
段
も
懸
合
候
処
、
尤
ニ
被
聞
入
、
今
晩
相
談
可
仕
趣
相
答
候
同
日
役
宅
ニ
て
、
忠
兵
衛
・
周
蔵
方
よ
り
ハ
与
五
兵
衛
・
伊
兵
衛
、
右
之
趣
欠
合
候
六
日
昼
後
右
組
合
忠
兵
衛
・
周
蔵
よ
り
挨
拶
趣
、
善
兵
衛
方
へ
欠
合
候
処
、
離
縁
い
た
し
候
儀
不
相
成
、
金
子
抔
之
義
ニ
は
不
拘
趣
、
同
断
伝
右
衛
門
殿
・
治
兵
衛
殿
方
よ
り
夕
方
仁
兵
衛
宅
へ
挨
拶
ニ
付
十
一
日
右
之
趣
徳
川
役
人
へ
申
上
候
処
、
左
候
ハ
ヽ
此
方
よ
り
差
紙
遣
し
候
間
、
善
兵
衛
并
忠
兵
衛
・
周
蔵
拝
見
之
上
、
伝
右
衛
門
殿
方
へ
持
参
仕
、
請
取
書
取
置
候
、
尤
十
七
日
双
方
印
形
持
参
可
罷
出
旨
被
仰
付
候
十
七
日
内
済
相
調
不
申
候
段
申
上
、
双
方
御
利
解
被
仰
聞
、
何
レ
伝
右
衛
門
取
扱
内
済
仕
候
様
被
仰
聞
、
日
延
書
付
差
出
候
乍
恐
書
付
を
以
御
日
延
奉
願
上
候
一
大
里
郡
平
塚
新
田
か
ね
親
新
兵
衛
、
同
善
兵
衛
女
房
か
ね
儀
、
御
当
寺
へ
入
寺
仕
候
ニ
付
、
双
方
并
村
役
人
・
親
類
・
組
合
一
同
被
召
出
、
御
利
害
被
仰
聞
候
処
、
先
扱
人
隣
村
伝
右
衛
門
立
入
取
扱
候
段
相
願
、
其
上
当
廿
五
日
迄
御
日
延
之
義
双
方
落
合
之
上
奉
願
上
候
、
右
之
通
一
同
難
有
仕
合
奉
存
候
、
右
願
之
通
り
御
聞
済
被
成
下
候
ハ
ヽ
一
同
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
上
ハ
右
日
限
迄
ニ
双
方
掛
合
孰
可
奉
申
上
候
、
以
上
八
月
十
七
日
双
方
印
十
九
日
夕
方
伝
右
衛
門
殿
・
治
兵
衛
殿
方
私
方
へ
参
、
駈
合
見
可
申
段
申
来
候
付
、
何
レ
各
々
方
御
取
計
可
然
頼
入
候
と
答
置
候
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こ
の
「
一
件
帳
」
は
平
塚
新
田
村
の
名
主
仁
兵
衛
の
書
き
残
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、「
か
ね
」
欠
落
（
家
出
）
の
知
ら
せ
は
夫
善
兵
衛
五
人
組
の
忠
兵
衛
に
よ
っ
て
、
翌
日
の
夕
方
名
主
の
元
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
名
主
仁
兵
衛
は
四
日
後
の
六
日
夫
善
兵
衛
・
組
合
忠
兵
衛
・
親
類
周
蔵
の
三
人
を
呼
び
出
し
、
捜
索
を
命
じ
て
い
る
。
す
で
に
松
山
・
唐
子
（
現
・
埼
玉
県
東
松
山
市
）
あ
た
り
ま
で
届
け
に
赴
き
、
ま
た
隣
村
下
恩
田
村
（
現
・
埼
玉
県
熊
谷
市
）
の
名
主
で
、
夫
婦
の
親
分
（
仮
親
・
仲
人
）
で
あ
っ
た
伝
右
衛
門
と
夫
方
親
類
周
蔵
は
忍
城
内
（
現
・
埼
玉
県
行
田
市
）
に
も
行
方
を
尋
ね
て
い
る
。
さ
ら
に
一
人
で
な
く
二
人
で
尋
ね
る
こ
と
を
命
ず
る
が
、
見
つ
か
ら
な
い
ま
ま
一
ヶ
月
を
経
過
す
る
。
２
内
済
成
立
と
下
山
右
の
「
一
件
帳
」
と
関
連
文
書
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
経
緯
を
み
よ
う
。「
か
ね
」
は
八
月
朔
日
満
徳
寺
へ
駆
け
込
ん
だ
。
一
ケ
月
前
ま
で
の
住
所
・
平
塚
新
田
村
か
ら
満
徳
寺
ま
で
は
地
図
上
直
線
距
離
に
し
て
約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
る
。「
一
件
帳
」
翌
二
日
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
同
日
満
徳
寺
か
ら
駆
け
込
み
女
の
親
を
召
喚
す
る
呼
状
（
こ
こ
で
は
奉
行
所
等
か
ら
の
「
差
紙
」
と
認
識
し
て
い
る
）
が
名
主
に
到
来
し
た
。
名
主
は
こ
れ
を
控
え
て
、
直
ち
に
満
徳
寺
へ
出
頭
し
た
。
呼
状
で
求
め
ら
れ
た
通
り
、「
か
ね
」
親
新
兵
衛
・
親
類
伊
兵
衛
・
組
合
与
五
兵
衛
、
そ
れ
に
差
添
人
と
し
て
名
主
の
仁
兵
衛
も
同
道
し
、
着
届
け
を
な
し
て
い
る
。
寺
か
ら
は
「
内
済
離
縁
」
す
る
よ
う
に
仰
せ
ら
れ
る
が
、
妻
方
で
は
こ
れ
ま
で
の
い
き
さ
つ
も
あ
り
、
こ
と
に
「
か
ね
」
は
親
分
（
夫
方
の
意
向
で
仲
人
を
務
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
伝
右
衛
門
に
「
呉
遣
」、
つ
ま
り
仲
人
を
介
し
て
、
仲
人
の
責
任
で
結
婚
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
実
家
方
で
入
寺
さ
せ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
示
談
交
渉
は
い
た
し
か
ね
る
旨
申
し
上
げ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
実
家
が
願
っ
て
駆
け
込
ま
せ
た
わ
け
で
は
な
い
に
せ
よ
、「
か
ね
」
の
願
い
で
あ
る
か
ら
、
寺
で
は
示
談
交
渉
を
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
名
主
・
組
合
は
仲
人
と
、
親
類
・
組
合
は
夫
善
兵
衛
方
の
親
類
・
組
合
と
交
渉
し
て
内
済
離
縁
に
な
る
よ
う
命
じ
た
。
二
日
後
の
五
日
に
は
寺
の
指
示
通
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り
、
組
合
与
五
兵
衛
・
名
主
仁
兵
衛
は
親
分
と
交
渉
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
妻
方
か
ら
離
縁
金
（
趣
意
金
・
離
婚
慰
謝
料
）
を
差
し
出
し
て
も
内
済
し
た
い
と
の
提
案
が
な
さ
れ
た
（
７
）
。
翌
日
も
一
日
中
交
渉
が
な
さ
れ
る
が
、
夫
方
は
離
縁
を
承
諾
し
な
い
。
夫
方
は
離
縁
金
な
ど
に
か
か
わ
り
な
い
旨
を
強
調
し
て
お
り
、
伝
左
衛
門
も
夕
刻
仁
兵
衛
宅
に
出
向
き
、
離
縁
内
済
不
成
立
の
挨
拶
を
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
妻
方
で
は
満
徳
寺
に
出
向
き
、
示
談
不
成
立
の
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
寺
で
は
そ
れ
な
ら
ば
寺
か
ら
十
七
日
に
夫
方
へ
出
頭
を
命
ず
る
差
紙
（
呼
状
）
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
一
件
帳
」
に
は
「
善
兵
衛
并
忠
兵
衛
・
周
蔵
拝
見
之
上
、
伝
左
衛
門
殿
方
へ
持
参
仕
、
請
取
書
取
置
候
」
と
あ
る
。
そ
れ
の
「
請
取
書
」
が
左
の
二
通
で
あ
る
。
拝
見
証
文
之
事
一
私
妻
か
ね
離
縁
願
ニ
付
、
徳
川
満
徳
寺
様
え
欠
入
候
ニ
付
、
御
差
紙
頂
戴
慥
ニ
拝
見
仕
候
、
然
ル
上
ハ
来
十
七
日
親
類
・
組
合
・
差
添
人
同
道
着
御
届
可
仕
候
、
仍
て
拝
見
証
文
差
出
申
所
如
件
当
人
善
兵
衛

親
類
文
政
六
未
年
周
蔵

八
月
十
二
日
組
合
忠
兵
衛

役
人
代半
蔵
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徳
川
満
徳
寺
様
御
役
中
様
覚
一
徳
川
満
徳
寺
御
内
御
役
人
中
よ
り
、
当
十
七
日
罷
出
候
様
御
差
紙
拝
見
慥
ニ
受
取
申
候
、
為
念
如
此
ニ
御
座
候
、
以
上
下
恩
田
村
八
月
十
二
日
伝
右
衛
門

平
塚
新
田
仁
兵
衛
殿
満
徳
寺
か
ら
夫
と
そ
の
関
係
者
（
親
類
・
組
合
・
差
添
人
）
を
呼
び
出
す
呼
状
は
、
妻
方
関
係
者
が
持
参
し
て
夫
方
へ
届
け
る
手
続
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
呼
状
を
も
っ
て
最
終
的
に
交
渉
す
る
の
で
「
掛
合
差
紙
」
と
い
っ
た
。
こ
の
呼
状
を
拝
見
し
た
夫
方
で
は
寺
宛
の
請
取
書
を
書
く
。
そ
れ
を
預
か
り
、
さ
ら
に
伝
右
衛
門
方
へ
も
呼
状
を
持
参
し
た
。
こ
れ
も
請
取
書
を
取
り
置
い
た
。
伝
右
衛
門
の「
覚
」
が
仁
兵
衛
宛
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
仁
兵
衛
が
夫
方
関
係
者
に
も
親
分
伝
右
衛
門
に
も
持
参
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
十
七
日
に
は
夫
妻
双
方
が
出
頭
し
た
上
で
、
あ
ら
た
め
て
内
済
不
調
を
申
し
上
げ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
寺
で
は
こ
こ
で
も
あ
く
ま
で
双
方
に
御
利
解
（
説
得
）
を
行
い
、
親
分
伝
右
衛
門
の
取
り
扱
い
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
双
方
関
係
者
一
同
は
二
十
五
日
ま
で
の
日
延
べ
を
願
っ
て
、
帰
村
す
る
（
日
延
願
は
「
一
件
帳
」
十
七
日
の
項
に
あ
る
）。
い
よ
い
よ
双
方
の
示
談
交
渉
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、「
一
件
帳
」
に
は
十
九
日
ま
で
の
記
述
し
か
な
く
詳
細
は
不
詳
で
あ
る
。
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そ
の
後
示
談
交
渉
を
へ
て
、
二
十
八
日
に
な
る
と
、
内
済
離
縁
が
成
立
し
、
左
に
掲
げ
た
済
口
証
文
と
引
取
証
文
が
提
出
さ
れ
（
８
）
、
決
着
を
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。差
上
申
済
口
証
文
之
事
一
善
兵
衛
女
房
か
ね
儀
、
当
七
月
朔
日
風
と
致
家
出
ニ
付
、
心
当
之
所
々
相
尋
候
へ
共
、
曽
て
行
衛
相
知
不
申
候
処
、
当
八
月
朔
日
徳
川
満
徳
寺
様
え
欠
込
候
間
、
御
同
寺
よ
り
か
ね
親
新
兵
衛
、
親
類
・
組
合
・
村
役
人
差
添
、
早
速
可
罷
出
旨
御
差
紙
至
来
、
則
一
同
罷
出
、
其
後
か
ね
夫
善
兵
衛
、
親
類
・
組
合
并
先
扱
人
伝
右
衛
門
、
御
同
寺
え
被
召
出
、
双
方
え
御
利
解
被
仰
聞
、
其
上
伝
右
衛
門
儀
又
々
取
扱
致
呉
候
様
御
頼
ニ
付
、
先
扱
人
立
入
、
離
縁
内
済
仕
候
趣
意
左
ニ
奉
申
上
候
一
か
ね
儀
全
病
身
故
、
迚
も
熟
縁
難
成
候
ニ
付
、
無
余
儀
満
徳
寺
様
え
欠
込
候
由
、
御
役
人
中
よ
り
被
申
聞
候
、
善
兵
衛
方
ニ
て
は
老
母
并
私
共
見
捨
逃
去
候
ニ
付
、
其
分
ニ
難
差
置
段
ハ
、
新
兵
衛
よ
り
扱
人
ヲ
以
相
侘
、
離
縁
内
済
仕
、
偏
ニ
御
威
光
と
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル
上
ハ
重
て
双
方
申
分
無
御
座
候
、
仍
て
連
印
離
縁
済
口
証
文
差
上
申
所
如
件
田
附
文
五
郎
知
行
所
大
里
郡
平
塚
新
田
か
ね
親
文
政
六
年
未
八
月
新
兵
衛

親
類
伊
兵
衛

組
合
与
五
兵
衛

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か
ね
夫善
兵
衛

親
類
周
蔵

組
合
忠
兵
衛

組
頭
半
蔵

名
主
仁
兵
衛

松
平
大
和
守
領
分
同
州
下
恩
田
村
名
主
伝
右
衛
門

徳
川
満
徳
寺
様
御
役
人
中
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差
上
申
一
札
之
事
一
新
兵
衛
娘
か
ね
儀
、
為
離
縁
願
御
当
寺
様
え
欠
込
御
願
申
上
候
ニ
付
、
私
共
一
統
被
召
呼
、
御
糺
之
上
可
成
丈
内
済
被
仰
付
、
承
知
奉
畏
、
御
日
延
奉
願
、
先
方
え
掛
合
候
処
離
縁
内
済
仕
、
偏
ニ
御
威
光
と
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル
上
ハ
か
ね
儀
御
下
ケ
被
成
下
候
様
奉
願
上
候
処
、
御
聞
済
之
上
御
下
ケ
被
下
置
一
同
召
連
罷
帰
り
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
此
末
身
分
ニ
付
如
何
様
違
変
出
来
仕
候
共
、
少
も
御
苦
難
奉
掛
間
敷
候
、
為
後
日
差
上
申
連
印
仍
て
如
件
田
附
文
五
郎
知
行
所
大
里
郡
平
塚
新
田
か
ね
親
文
政
六
年
未
八
月
廿
八
日
新
兵
衛
親
類
伊
兵
衛
組
合
与
五
兵
衛
名
主
仁
兵
衛
徳
川
満
徳
寺
様
御
役
人
中
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
か
ね
」
は
「
全
病
身
」
の
故
を
も
っ
て
、
離
婚
を
願
っ
て
満
徳
寺
へ
駆
け
込
ん
だ
と
あ
る
。
夫
善
兵
衛
は
「
老
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母
并
私
共
見
捨
逃
去
」
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
善
兵
衛
と
そ
の
家
族
、
と
り
わ
け
老
母
を
見
捨
て
て
逃
げ
た
（
あ
る
い
は
、
老
母
の
介
護
を
嫌
っ
て
家
出
し
た
も
の
か
）
こ
と
を
、
そ
の
分
に
は
差
し
置
き
が
た
い
と
し
な
が
ら
も
、
扱
人
を
介
し
て
の
妻
方
か
ら
の
侘
び
を
受
け
入
れ
、
内
済
離
縁
を
了
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
隣
村
の
名
主
で
あ
る
伝
右
衛
門
の
取
り
扱
い
が
内
済
成
立
に
重
要
な
機
能
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
済
口
証
文
に
は
趣
意
金
（
離
縁
金
）
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
に
は
金
銭
に
つ
い
て
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
先
に
内
済
交
渉
の
際
に
離
縁
金
を
差
し
出
す
こ
と
が
妻
方
か
ら
提
案
さ
れ
た
こ
と
と
、
駆
け
込
み
と
い
う
妻
の
離
婚
請
求
が
明
白
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
離
婚
請
求
者
支
払
い
義
務
の
原
則
」
に
則
っ
て
、
趣
意
金
が
支
払
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
６
）
最
近
入
手
し
た
一
件
文
書
は
六
点
あ
る
。
う
ち
一
点
は
年
月
日
の
な
い
控
え
で
あ
る
が
、
内
容
は
右
「
一
件
帳
」
十
七
日
記
載
の
日
延
願
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
の
で
、
引
用
し
て
い
な
い
。
（
７
）
筆
者
は
離
縁
に
あ
た
っ
て
離
婚
を
請
求
す
る
方
が
慰
謝
料
を
出
す
か
、
持
参
金
を
放
棄
す
る
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
経
済
的
不
利
益
を
甘
受
す
る
原
則
で
あ
っ
た
と
し
、
こ
れ
を
「
離
婚
請
求
者
支
払
い
義
務
の
原
則
」
と
い
う
。
拙
稿
「
江
戸
時
代
庶
民
離
婚
に
お
け
る
夫
婦
財
産
」（『
創
価
法
学
』
石
井
良
助
教
授
退
職
記
念
、
一
九
巻
三
・
四
合
併
号
、
一
九
九
〇
年
、
義
江
明
子
編
『
日
本
家
族
史
論
集
８
婚
姻
と
家
族
・
親
族
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
所
収
）、
そ
の
要
約
で
あ
る
『
増
補
三
く
だ
り
半
―
江
戸
の
離
婚
と
女
性
た
ち
―
』（
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
）
補
論
参
照
。
（
８
）
済
口
証
文
に
は
八
月
と
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、
日
を
欠
い
て
い
る
。
し
か
し
、
満
徳
寺
文
書
の
う
ち
内
済
離
縁
済
口
証
文
と
引
取
証
文
が
両
方
と
も
存
在
す
る
場
合
、
た
と
え
ば
、
弘
化
四
（
一
八
四
六
）
年
の
「
き
く
」
は
同
一
日
付
で
あ
り
、
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
の
「
た
き
」、
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
の
「
い
せ
」、
同
六
年
の
「
あ
さ
」、
同
七
年
の
「
そ
よ
」
の
場
合
は
、
い
ず
れ
も
内
済
離
縁
済
口
証
文
兼
引
取
証
文
に
な
っ
て
い
る
。「
か
ね
」
の
場
合
は
か
な
り
時
期
を
さ
か
の
ぼ
る
と
は
い
え
、
済
口
証
文
は
引
取
証
文
と
同
一
日
付
で
、
八
月
二
十
八
日
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
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三む
す
び
に
か
え
て
さ
て
、
本
小
稿
で
「
か
ね
」
の
事
例
で
特
記
し
て
お
き
た
い
こ
と
若
干
を
取
り
上
げ
、
む
す
び
に
か
え
る
。
す
な
わ
ち
、
欠
落
（
家
出
）
の
捜
索
と
内
済
離
縁
に
お
け
る
「
掛
合
差
紙
」
の
意
味
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「
一
件
帳
」
の
冒
頭
は
、「
七
月
朔
日
夕
か
ね
欠
落
之
趣
」
で
始
ま
る
。
こ
の
記
事
の
通
り
、
徳
川
時
代
に
出
奔
、
家
出
、
立
退
な
ど
と
同
義
で
、
無
断
で
従
来
の
住
所
を
去
っ
た
者
が
、
行
方
不
明
で
あ
る
場
合
を
、
広
く
「
欠
落
」
と
称
し
た
（
９
）
。
と
こ
ろ
で
、
欠
落
人
が
あ
る
と
、
親
類
・
五
人
組
・
町
村
役
人
等
は
こ
れ
を
届
け
出
る
義
務
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
欠
落
尋
」
が
命
じ
ら
れ
、
尋
ね
出
せ
な
い
と
き
は
、
過
料
ま
た
は
叱
り
等
に
処
せ
ら
れ
た
。
と
く
に
欠
落
人
が
科
人
の
と
き
は
関
係
者
が
入
牢
な
ど
の
厳
し
い
処
罰
を
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
欠
落
届
出
は
少
な
く
と
も
欠
落
後
三
日
を
へ
た
後
、
約
一
ケ
月
間
に
な
す
べ
き
慣
例
で
あ
っ
た
と
い
う
。
「
か
ね
」
の
欠
落
に
あ
た
っ
て
、
名
主
仁
兵
衛
は
欠
落
の
知
ら
せ
か
ら
四
日
後
に
は
、
夫
善
兵
衛
・
組
合
忠
兵
衛
・
親
類
周
蔵
を
呼
び
、
捜
索
を
命
じ
て
い
る
。
松
山
・
唐
子
辺
、
忍
城
内
ま
で
そ
の
範
囲
は
や
や
広
く
、
松
山
の
項
で
は
「
相
届
候
」
と
あ
る
。
と
は
い
え
、
正
式
に
欠
落
を
支
配
役
所
に
届
け
た
の
で
は
な
く
、
知
り
合
い
に
欠
落
人
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
た
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
正
式
な
届
け
な
ら
必
ず
名
主
が
加
判
し
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
半
月
後
に
は
再
度
捜
索
を
申
し
渡
す
が
、
一
人
で
は
だ
め
で
二
人
で
捜
索
に
当
た
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
ち
ょ
う
ど
一
ケ
月
後
の
八
月
二
日
満
徳
寺
か
ら
の
呼
状
が
来
た
。
し
た
が
っ
て
、
正
式
な
欠
落
届
は
し
な
い
で
済
み
、
三
〇
日
の
期
間
を
区
切
っ
て
、
欠
落
人
を
尋
ね
さ
せ
、
そ
の
間
に
見
つ
け
出
せ
な
か
っ
た
と
き
は
さ
ら
に
三
〇
日
を
限
っ
て
の
日
限
尋
に
す
る
よ
う
な
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
縁
切
寺
に
お
け
る
離
縁
は
、
内
済
離
縁
と
寺
法
離
縁
と
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
満
徳
寺
の
縁
切
寺
法
手
続
き
も
然
り
で
、
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か
つ
四
期
に
区
分
さ
れ
る
（
１０
）
。「
か
ね
」
の
事
例
は
寺
法
整
備
期
（
化
政
期
）
に
あ
た
り
、
書
式
が
統
一
さ
れ
る
時
期
で
あ
る
が
、
ま
ず
呼
状
が
こ
の
期
の
書
式
に
則
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
に
寺
社
奉
行
「
脇
坂
様
え
差
上
置
候
留
書
」（
高
木
一
九
九
〇：
五
六
〇
頁
）
記
載
の
書
式
と
や
や
異
な
る
点
を
「
か
ね
」
の
呼
状
行
間
に
【
】
で
注
記
し
て
お
こ
う
。
「
組
下
【
其
村
脱
】
新
兵
衛
娘
か
ね
【
義
脱
】
、
為
離
縁
願
【
と
脱
】
当
寺
え
欠
入
候
ニ
付
、
親
新
兵
衛
并
親
類
組
合
同
道
い
た
し
【
ニ
て
】
、
飛
脚
着
次
第
銘
々
印
形
持
参
早
々
可
相
越
候
【
早
々
可
被
相
越
候
、尤
銘
々
印
形
持
参
可
有
之
候
、以
上
】
後
半
は
前
後
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
ほ
ぼ
同
文
と
い
え
よ
う
。
つ
ぎ
に
内
済
不
成
立
で
最
終
的
に
夫
方
召
喚
の
呼
状
を
妻
方
村
役
人
で
あ
る
名
主
に
持
参
さ
せ
て
「（
夫
）
善
兵
衛
并
忠
兵
衛
・
周
蔵
拝
見
之
上
、
伝
右
衛
門
殿
方
へ
持
参
仕
」
と
あ
る
よ
う
に
、
夫
・
組
合
・
親
類
に
見
せ
、
さ
ら
に
仲
人
に
も
持
参
さ
せ
た
と
あ
る
。
こ
こ
で
ま
た
双
方
の
示
談
交
渉
が
な
さ
れ
、
夫
が
離
縁
を
拒
否
す
る
な
ら
、
寺
に
出
頭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
し
か
も
そ
の
時
に
は
時
間
と
費
用
が
か
か
る
こ
と
を
知
ら
し
め
（
こ
こ
で
は
徳
川
家
ゆ
か
り
の
尼
寺
の
権
威
を
か
り
る
こ
と
に
な
る
）、
内
済
を
達
成
す
る
伝
家
の
宝
刀
的
機
能
を
有
し
た
の
で
、
こ
れ
を
「
掛
合
差
紙
」、
つ
ま
り
交
渉
の
た
め
の
呼
状
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
掛
合
差
紙
」
に
つ
い
て
は
寺
法
完
成
期
（
幕
末
期
）
の
手
続
き
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
の
「
駈
入
女
取
計
方
御
尋
ニ
付
粗
認
差
出
候
控
」（
高
木
一
九
九
〇：
五
五
六
頁
）
に
は
、「
再
応
為
及
掛
合
候
て
も
、
内
済
不
相
成
候
得
は
、
夫
方
へ
遣
し
候
書
面
」
と
し
て
、
夫
方
召
喚
状
で
あ
る
「
掛
合
差
紙
」
の
書
式
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
女
方
役
人
え
是
ヲ
渡
し
、
夫
方
え
為
掛
合
候
得
は
、
多
分
ハ
済
方
ニ
相
成
申
候
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
掛
合
差
紙
」
に
よ
る
交
渉
で
ほ
と
ん
ど
は
内
済
離
縁
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
右
の
手
続
き
通
り
、
寺
役
人
か
ら
「
掛
合
差
紙
」
を
女
方
村
役
人
に
渡
し
た
と
の
記
事
は
、
一
、
二
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
夫
方
へ
持
参
す
る
「
掛
合
差
紙
」
を
受
理
し
て
、
夫
方
村
役
人
に
渡
し
た
こ
と
を
文
書
で
確
認
で
き
る
事
例
は
、
こ
れ
ま
で
弘
化
四
124
（
一
八
四
七
）
年
七
月
の
野
州
足
利
郡
名
草
村
（
現
・
栃
木
県
足
利
市
）
国
次
郎
女
房
「
き
く
」
の
場
合
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
と
き
名
主
の
代
理
で
組
頭
が
、
満
徳
寺
役
人
宛
に
出
し
て
い
る
妻
方
請
書
の
本
文
一
部
を
左
に
引
用
す
る
（
高
木
一
九
九
〇：
六
九
七
頁
）。
則
内
済
掛
合
被
仰
付
、
猶
夫
国
次
郎
方
村
役
人
え
内
済
可
仕
旨
御
達
書
一
通
、
私
共
え
御
渡
被
成
下
候
段
、
御
預
り
申
上
候
、
無
相
違
右
村
役
人
え
相
渡
御
請
書
取
之
可
奉
差
上
候
こ
こ
で
は
「
掛
合
差
紙
」
を
「
夫
方
村
役
人
え
内
済
可
仕
旨
御
達
書
」
と
表
記
（
認
識
）
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
理
し
て
夫
方
へ
持
参
し
、
さ
ら
に
請
書
を
取
っ
て
寺
に
差
し
上
げ
る
こ
と
を
確
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
き
く
」
の
場
合
は
「
掛
合
差
紙
」
を
妻
方
で
受
理
し
た
請
書
で
あ
る
が
、「
か
ね
」
の
事
例
で
は
実
際
に
妻
方
が
受
理
し
て
夫
・
親
類
・
組
合
・
差
添
人
へ
渡
し
、
さ
ら
に
仲
人
伝
右
衛
門
に
も
持
参
の
上
見
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
請
書
を
取
っ
て
い
る
。
伝
右
衛
門
の
請
書
の
宛
名
が
名
主
仁
兵
衛
あ
て
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
仁
兵
衛
が
妻
方
村
役
人
（
実
は
夫
方
村
役
人
で
も
あ
る
の
だ
が
）
と
し
て
持
参
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
満
徳
寺
の
内
済
離
縁
成
立
に
強
力
な
機
能
を
有
し
た
（
１１
）
「
掛
合
差
紙
」
に
関
す
る
実
例
と
し
て
は
二
例
目
に
な
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
の
満
徳
寺
に
お
け
る
内
済
離
縁
の
成
立
に
は
、
次
の
三
つ
の
態
様
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
イ
妻
方
関
係
者
に
よ
る
再
三
の
夫
方
と
の
掛
け
合
い
、
ロ
そ
れ
が
不
行
届
き
と
な
り
、
妻
方
（
村
役
人
）
の
「
掛
合
差
紙
（
夫
呼
状
）」
を
持
参
し
て
の
最
終
的
な
夫
方
と
の
掛
け
合
い
、
ハ
こ
の
掛
け
合
い
不
調
に
て
、
寺
へ
出
頭
し
た
夫
に
対
す
る
種
々
の
説
得
、
に
よ
っ
て
成
立
す
る
場
合
で
あ
る
。「
か
ね
」
の
事
例
は
ハ
の
場
合
、
夫
妻
双
方
が
出
頭
し
て
、
寺
に
よ
る
御
利
解
（
説
得
）
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
も
っ
ぱ
ら
親
分
の
取
扱
い
で
離
縁
が
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
の
時
点
で
、「
掛
合
差
紙
」
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
寺
法
整
備
期
と
と
ら
え
て
い
た
文
政
期
が
、
す
で
に
寺
法
完
成
期
に
入
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
後
も
さ
ら
な
る
史
料
収
集
に
努
め
、
こ
れ
ら
の
点
も
明
ら
か
に
し
た
い
。
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（
９
）
欠
落
に
つ
い
て
は
、
高
柳
真
三
「
江
戸
時
代
欠
落
考
」（『
江
戸
時
代
の
罪
と
刑
罰
抄
説
』
有
斐
閣
、
一
九
八
八
年
、
一
二
五
頁
以
下
）
参
照
。
（
１０
）
満
徳
寺
の
縁
切
寺
法
の
変
遷
と
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
高
木
（
一
九
九
〇：
第
四
章
「
満
徳
寺
縁
切
寺
法
の
変
遷
」
一
六
九
頁
以
下
）
参
照
。
（
１１
）
東
慶
寺
で
の
内
済
成
立
に
有
効
な
手
続
き
の
一
つ
に
「
出
役
達
書
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
高
木
（
一
九
九
〇：
三
〇
九
頁
以
下
）
参
照
。
参
考
文
献
高
木
侃
『
縁
切
寺
満
徳
寺
の
研
究
』
成
文
堂
、
一
九
九
〇
年
。
高
木
侃
「
縁
切
寺
満
徳
寺
の
内
済
離
縁
―
新
史
料
の
紹
介
を
か
ね
て
―
」『
見
城
幸
雄
教
授
頌
寿
記
念
法
制
と
文
化
』
愛
知
大
学
文
学
会
、
一
九
九
九
年
。
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